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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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木質構造用ねじの試験方法 

Test methods for screw for timber structure 

 

1 適用範囲 

この規格は，主として木造建築物の構造耐力上主要な部分で，木材又は木質材料相互を接合するために

使用する木質構造用ねじの単調曲げ試験，繰返し曲げ試験，引張強さ試験及びねじり強さ試験について規

定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。この引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0101 ねじ用語 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS B 0101 による。 

3.1 

木質材料 

木材又は木材に機械加工を施し再構成・接着成型加工をしたもの 

3.2 

木質構造用ねじ 

木造建築物の構造耐力上主要な部分における接合部に使用し，木材又は木質材料に下穴を設けることな

く施工が可能なねじ 

3.3 

ローレット部 

ねじ部の谷径よりも最小径が大きく，主材と側材の引寄せ，又はねじ部で作られた下穴を拡張し施工性

向上を目的として円筒部に設けられた溝状の加工部位 

3.4 

ビット 

ねじ部を回転させるために，ねじ頭部の穴と施工用の工具とを接続するためのジグ 

  


